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１．はじめに 

本工事は、信濃川河川事務所管内における水門設備等の修繕及び分解整備を行ない、各設

備の機能維持を図るものです。本報告では特に、妙見堰主ゲート上下巻き上げワイヤーロ

ープ取替え作業でおこなった、工夫について報告するものです。 

 

 

２. 工事概要 

工事場所：新潟県燕市五千石地先外３箇所 

工  期：平成２１年１０月２２日～平成２２年３月３１日 

工事内容：水門設備等の修繕、分解整備他 

      【主要工種：妙見堰３号主ゲート上下ワイヤーロープ取替えのみを示します】 

ゲート上下巻き上げ用ワイヤーロープ取替え  １０２ｍ×４本 
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３．創意工夫について 

主ゲート上下用ワイヤーロープ取替えについては次の問題がありました。 

旧ワイヤーロープを撤去した後に、新ワイヤーロープを取り付けるには、滑車を外す、ある

いは滑車を緩めなければなりませんでした。重量物の滑車を外したり緩める事は作業コスト

がかかる事から、滑車を外したり緩めたりせずに取替える方法にしました。 

それには、旧ワイヤーロープの端と新ワイヤーロープの端を接続して、旧ワーヤーロープを

撤去と同時に、新ワイヤーロープを機本体に巻きつければ、滑車に手を加える事なく、取替

えが可能であり、作業時間の短縮に繋がります。 

旧ワイヤーロープ先端と新ワイヤーロープ先端を接続方法として 

① ワイヤー先端と先端を溶接する→短所：取替え作業中に溶接箇所がはずれると、最初から

やり直しになり、かえってコストがかかる事のリスクがある。           
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② ワイヤー先端と先端のあたりを筒状網で巻きつける事で、接続している様な仮想状態 

にする。→短所：筒状網を事前に製作しておく（自家製） 

 

筒状網を採用する事にした（下記写真） 

 

         

 

 

                  

 

   旧ワイヤー                      新ワイヤー 

   筒状網の中に旧、新ワイヤーロープを入れ、網の中間部で双方の先端が 

当たる処まで中に入れていく。そして筒状網の先端ワイヤーを 

新旧ワイヤーに編みこむ 
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旧ワイヤーを巻き取る事で引っ張る状態になり、新ワイヤー側も負荷がかかっているので引

っ張っる事になる。 

筒状網の中心部が特に強く締めつけられて旧ワイヤー端と新ワイヤー端は接続した状態にな

る。 
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     ワイヤー取替え中 

 

主ゲート巻き上げ機械を運転操作して、旧ワイヤーロープを巻き上げながら、新ワイヤーロ

ープも引き上げて行く。新ワイヤーロープを引き上げ後（巻き上げ後）、筒状網を外し、 

旧ワイヤーロープのみを撤去する。 

 

 

４．終わりに 

今回の方法の発案は実作業者からの提案であり、また筒状網の事前の手配と製作も実作業者

から準備いただきました。作業時間の短縮等につながり、大変感謝いたします。 

最後に工事期間中ご指導、ご協力頂きました信濃川河川事務所並びに各出張所の皆様、施工

に携わった方々に深く感謝いたします。  
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